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1 金 介護予防いきいき講座

たちまち子ども文楽　　

立待地区体育大会準備

3 日 立待地区体育大会

4 月 お兄ちゃんお姉ちゃんと遊ぼう①

5 火 休館日

6 水 青少年育成協議会委員会

7 木

8 金 民生委員会

9 土 愛育会役員会

10 日 老人会

健康診断(鯖江市）

わらべ歌であそぼう！

12 火 休館日

お兄ちゃんお姉ちゃんと遊ぼう②

婦人会

14 木

介護予防いきいき講座

愛育会支部長会

16 土 たちまち子ども文楽

17 日 休館日

18 月 お兄ちゃんお姉ちゃんと遊ぼう③

19 火

ハーフバースデイ事業

生活学校

21 木 ＰＣ相談会

22 金

23 土

24 日

25 月 たっちっこ

26 火 休館日

27 水

28 木

29 金

30 土

15 金

20 水

土2

水13

11 月

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

鯖江市立待公民館 

住所：〒916-0005 鯖江市杉本町７０２－２ 

TEL：0778-51-3376 FAX：0778-51-8416 

HPhttp //www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=1527 

E-mail  SC-CC-Tachimachi@city.sabae.fukui.jp 

 

【立待地区の人口】（５月１日現在） 

人口８,６８４人（前月比９人減） 

（男 4,250 ／女 4,434 ） 

世帯数３,０２６世帯（前月比 6 世帯減）           

e-net からのお知らせ！ 

６月２１日（木）１９：３０～ 

PC相談会が行われます。 

パソコンの悩み解消しませんか？ 

ぜひ、ご参加ください。 

※都合により変更になる場合があります。 

ご了承下さい。 

行事予定 スポーツ少年団からお知らせ！ 

５月４日（金）に足羽小学校に

て行われました、第９回アスワフ

レンドカップにて立待女子チーム

が大会２連覇の栄誉に輝きまし

た。 

女子バレーボール部 

おめでとうございます！ 

平成３１年４月採用 

受付期間：平成３０年６月１日（金）～６月１５日（金） 

試験日時：【第一次試験】 

平成３０年７月８日（日） 

試験場所：福井県立大学永平寺キャンパス 

問い合わせ先：鯖江市立待駐在所 

TEL 0778-52-8726 

       福井県人事委員会事務局 

      TEL 0776-20-0593 

     福井県警察本部 警務課 

      TEL 0776-22-2880 

      

福井県警察官募集(大学卒業) 

da 

日 時 ６月３日（日）雨天中止 

    入場行進 ８：１５～ 

    開会式  ８：３０～ 

会 場 立待小学校グラウンド 

※実施の場合、6時 30分に花火が上がります。 

※学校の敷地内は禁酒・禁煙です。 

※ゴミは必ずお持ち帰りください。 

※翌日、子どもたちが支障なく学校生活ができるようにご協力お願いいたします。 

★公民館和室乳児の休憩室（乳児室）を開設いたします。ご利用ください。 

昨
年
の
様
子 

古き時代の立待地区の写真を探しています！ 

“私たちが住む立待地区を再発見しよう”という目的で、

「古き時代の立待の姿」写真展を近松まつり（11/3.4）に

て開催します。 

そこで、昭和・大正・明治時代の立待地区の風景・行事

が写っている写真がありましたら、写真展に出展ご協力い

ただけないでしょうか。 

連絡先     立待公民館（0778-51-3376） 

写真募集期間   ９月末日まで 

写真の取り扱いについては、立待まちづくり応援団が責

任をもって保管させてもらいます。（持ち出し不可能な場合

は写真を複写することもあります）又、粗品贈呈いたしま

す。 

詳細については、後日配布予定のチラシをご覧ください。 

立待まちづくり応援団からお知らせ！！ 

スポーツ少年団では、入団、体験、見学を随時行って

おります。興味がある各団体（剣道、野球、柔道、女子

バレーボール、サッカー、男子バスケ、女子バスケ、バ

ドミントン）に遊びに来てくださいね。 

さばえ近松文学賞２０１８ 

～恋話(ＫＯＩＢＡＮＡ)～ 

作品募集 

近松門左衛門が多感な少年時代を過ごした立待 

近松作品の原点になったまち‘たちまち’が恋にまつわる

短編小説を募集します。 

■募集要項 恋にまつわる短編小説、 

400字詰め原稿用紙 10枚まで。 

最低１箇所は鯖江に関するもの（歴史・文化・

産業等）を入れてください。 

■表  彰 近松賞:1点 優秀賞:3点 佳作:5点 

松平昌親賞(学生部門):1点 

■応募方法 鯖江市ウェブサイト内に設置する専用サイトま

たは原稿と応募用紙を同封の上郵送 

■締め切り 2018年 6月 30日（当日消印有効） 

５月１８日（金）にさばえ近松

文学賞２０１８～恋話(ＫＯＩＢ

ＡＮＡ)～の PR へ北陸中日新聞

社北陸本社、富山支局に行ってき

ました。 

募集お待ちしております。 

★抽選会がありますので、プログラムを持参してください。 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=s9jy8ojg&id=1BB6F2A26A2F7BE1B13FACBCAEAD15BC1E4A09E8&thid=OIP.s9jy8ojgWFL85s_VTa_bjwDHE5&q=%e8%ad%a6%e5%af%9f%e3%80%80%e3%81%84%e3%82%89%e3%81%99%e3%81%a8&simid=608055341035292004&selectedIndex=0&qpvt=%e8%ad%a6%e5%af%9f%e3%80%80%e3%81%84%e3%82%89%e3%81%99%e3%81%a8
http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=1527
mailto:SC-CC-Tachimachi@city.sabae.fukui.jp


団　体　名 氏　名

区長会

近松の里づくり事業推進会議

社会福祉協議会 籔下　秀雄

児童・民生委員会 富田　榮

町内公民館連絡協議会 岩尾　顕冶

子育て支援ネットワーク委員会 桑原　文子

体育協会 鷲田　悟

公民館協力委員会 竹内　彰則

青少年育成協議会 小山　重宗

壮年連合会 末本　佳之

老人クラブ連合会 三上　利明

婦人会 柳田　幸子

愛育会 高島　絹代

スポーツ少年団 笠嶋　清和

生活学校

日赤奉仕団

消防分団（立待） 野尻　敏弘

消防分団（石田） 西村　治

交通安全協会 長家　勇

鯖江市防犯隊立待支隊 山中　忠志

e-net.立待 佐々木　雅澄

立待まちづくり応援団 谷内　由美子

品川　タエ子

河野　治和

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校のお兄ちゃん・お姉ちゃんとあそぼう！ 

立待小学校の６年生が、１クラスずつ、乳幼児のみなさんとのふれあい体験学

習に保育園に行きます。赤ちゃんとお兄ちゃん、お姉ちゃんがふれ合う良い機会

です。 

お子さんの愛らしさ、命の尊さ、日頃の育児についてなど、未来ある子どもた

ちに伝えてください。お友達を誘って、ぜひ、ご参加ください。１回だけの参加

も大歓迎です。 

申し込み 立待公民館 ＴＥＬ 51-3376 

場　所 時　間

1 ６月　４日（月） 立待保育所

2 ６月１３日（水） 立待保育所

3 ６月１８日（月） 吉江保育園

開　催　日

９時３０分～受付
１０時～ふれあい体験

５月２１日立待地区

子育て支援ネットワー

ク委員会主催による

「ベビーとのふれあい

タッチング」を開催し

ました。 

講師に漆崎由美氏を

招き、親子２１組が参

加しました。 

「ベビーとのふれあいタッチング」 

お母さんのあたたかな手と赤ちゃんの肌とのふれあうタッチングケアのやり方を

わかりやすく教えていただきました。お母さんが話しかけながら優しくタッチするこ

とにより、赤ちゃんもだんだんとリラックスしてきて、気持ちよくお母さんの愛情を

たくさん感じとっているようでした。 

～自覚症状がない…今がチャンスです！ 

  年１回のお得な健康診査・がん検診の機会を是非ご利用ください！～ 

・特定健診は、40～74歳の鯖江市国民健康保険加入者が対象です。 

・がん検診は、40歳以上（子宮頸がんは 20歳以上、胃がんは 50歳以上）の市民

であれば受けられます！（ただし、胃がん、乳がん、子宮頸がん検診は 2 年に

1回の受診対象者になります。） 

・平成 30年度は、各地区公民館での「大腸がん採便容器配布日」はありません。

採便容器は、集団検診当日の会場やアイアイ鯖江、指定医療機関で配布します。 

・胃がん検診、子宮頸がん、乳がん検診は地区公民館の受診も事前予約が必要で

す。 

詳細は、平成 30年度健診受診券に同封されている日程表をご覧ください。 

【後期高齢者医療保険加入の人へ】 

・後期高齢者健康診査は、主治医等（指定医療機関）で受診してください。 

・ただし、がん検診は、指定医療機関や地区公民館等のいずれかを選択し受診

しましょう。 

問合わせ ・予約先：鯖江市健康づくり課（アイアイ鯖江内）  

TEL 0778-52-1138 

平成３０年度 

各種団体長等のご紹介 

１年間よろしくお願いします。 

昨
年
の
様
子 

近
松
門
左
衛
門
生
誕
地
考 

三 

好 
 

修 

一 

郎 

開校日時 ６月９日（土）８：４５～ 

開校場所 大谷公園（自衛隊側駐車場） 

授業内容 ウォーターサバイバルゲーム 

     火起し体験、その他ゲーム 

     昼食はみんなで五平餅やトッピングパンを焼こう！ 

     ※雨天の場合は多少内容が変わる場合があります。 

立待っ子わんぱく塾開校 

～里山ふれあい編～ 

主催 立待地区青少年育成協議会 

協力 立待公民館、区長会（OBを含む） 

   まちづくり応援団 

杉
森
本
家
の
系
譜
や
親
類
書
な
ど
に
よ
り
、
近
松
門
左
衛
門
は
、

福
井
藩
士
で
あ
っ
た
杉
森
信
義
の
次
男
と
し
て
、
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
、
越
前
国
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
生
誕
地
に
つ
い
て
は
、
「
福
井
」
で
あ
る
こ
と

が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
示
す
。 

１ 

近
松
門
左
衛
門
の
父
親
は
最
初
福
井
藩
に
勤
め
て
い
た
の

で
す
が
、
近
松
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
分
割
さ
れ
た
支
藩
、
吉
江
藩
の

ほ
う
に
移
動
し
て
い
る
。
で
す
か
ら
近
松
門
左
衛
門
は
生
ま
れ
た
の

が
福
井
市
、
育
っ
た
の
が
福
井
県
鯖
江
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。 

２ 

近
松
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
越
前
福
井
に
生
れ
た
。
彼

の
三
歳
頃
父
杉
森
信
義
は
松
平
吉
品
の
越
前
吉
江
（
今
の
鯖
江
市
）

分
封
に
伴
い
移
住
し
、
少
年
時
代
を
こ
こ
山
紫
水
明
の
地
に
過
ご

す
。 ３ 

こ
の
幼
少
の
新
藩
主
が
、
自
身
の
封
地
吉
江
に
実
際
に
入
部

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
十
年
後
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）

に
、
元
服
し
て
昌
親
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
時
期
ま
で
は
生
地
の
福
井
に
留
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
態

か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
頃
、
こ
の
若
殿
付
き
の
信
義
や
そ
の
一
家
の
者

た
ち
も
、
当
然
、
そ
れ
と
同
一
の
行
動
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
る
の

が
自
然
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
以
上
の
経
緯
を
整
理
し
て
い
い
直
せ
ば
、

承
応
二
年
、
近
松
は
、
吉
江
藩
士
で
あ
っ
た
父
信
義
が
ま
だ
福
井
に

居
住
し
て
い
た
時
期
に
、
同
地
で
誕
生
し
、
そ
の
後
、
明
暦
元
年
、

恐
ら
く
彼
が
三
歳
に
達
し
た
頃
に
、
主
君
の
領
国
入
り
に
扈
従
す
る

父
や
家
族
の
人
々
と
と
も
に
、
吉
江
に
移
住
し
、
以
後
、
こ
の
農
村

地
帯
の
小
藩
に
仕
え
る
武
士
の
子
弟
と
し
て
、
そ
の
少
年
時
代
を
、

こ
の
地
で
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

１
～
３
の
い
ず
れ
も
、
吉
江
藩
主
と
な
っ
た
松
平
昌
親
の
入
部

（
明
暦
元
年
）
以
前
、
近
松
一
家
は
福
井
に
住
ん
で
い
た
、
近
松
の

生
年
（
承
応
二
年
）
は
明
暦
元
年
以
前
だ
か
ら
、
彼
の
出
生
地
は
「
福

井
」
で
あ
る
、
と
い
う
論
の
立
て
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
１
と

２
は
、
入
部
以
前
の
昌
親
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い

が
、
３
は
、「
生
地
の
福
井
に
留
ま
っ
て
い
た
」
と
す
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
「
生
地
の
福
井
に
留
ま
っ
て
い
た
」
と
い
う
見
解

は
、
福
井
藩
に
関
連
す
る
史
料
類
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
事
実
誤
認
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

（敬称略） 

次
回
、
続
き
を
掲
載
し
ま
す
。 

シリーズ１ 


